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研究成果の概要 

本年度は、（１）マルチプレックス分光器の製作、（２）多原子分子の超高速ダイナミクス計測のための

光源開発、および（３）イベント駆動型イメージセンサーを用いたイオン運動量画像計測を行った。

（１）では、モノクロ偏光イメージセンサーと複屈折ウェッジを用いて、マルチプレックス分光器の製

作を行った。可視～近赤外広帯域（400～1700 nm）イメージセンサーの前方に近赤外波長域に対応可能

な 4方位偏光子アレイを設置することで、波長域を 800～1700 nmまで拡張できるようにした。近赤外

領域の 4 方位偏光子アレイのキャリブレーションを実施が不可欠であることが明らかとなった。（２）

では、ポンプ・プローブ計測を実施するに十分な強度が得られていなかったことから、数サイクルパル

スの強度向上を行った。フィラメンテーション過程を用いた数パルス発生から長尺のストレッチ型中

空ファイバーを用いた数サイクルパルス発生システムへの変更を行い、最大 5 mJ/pulseのフェムト秒

レーザーパルスを用いた数サイクルパルス発生が可能となった。（３）本研究課題での主たる研究開発

項目となるマルチスケール法は計測多重化による時間情報の復元に基づくため、データ量が膨大にな

る問題がある。特に、高繰り返し光源を用いた場合には、データ量の抑制が不可欠であった。光量の時

間変化が存在した画素データのみが記録されるイベント駆動型イメージセンサーに着目し、このイベ

ント駆動型イメージセンサーを蛍光検出器として用いたイオン運動量画像計測法の開発を行った。輝

点データの重心解析により、サブピクセルの空間分解能が得られることが確認できた。光量の時間変化

が存在した画素データのみが読み出されるため、1 kHz以上のレーザー繰り返し周波数でも運動量画像

の計測が可能である。 
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